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脳
神
経
外
科
と
漢
方

～
漢
方
で
治
せ
る
脳
の
病
気
～

第
129
回
漢
方
医
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

観
察
す
る
際
、
漢
方
薬
の
服

用
が
有
用
な
こ
と
が
、
脳
外

科
医
の
間
で
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
第

１
選
択
薬
は
五
苓
散
（
桂
皮
、

蒼
朮
、猪
苓
、茯
苓
、沢
瀉
）
だ
。

症
状
が
軽
い
時
や
、
血
腫
量

が
多
く
て
も
高
齢
だ
っ
た
り

手
術
の
リ
ス
ク
が
高
い
ケ
ー

ス
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
五
苓
散
の
浮
腫
改
善
作
用

に
つ
い
て
は
、
構
成
生
薬

の
「
蒼
朮
」
に
含
ま
れ
る
マ

ン
ガ
ン
が
「
ア
ク
ア
ポ
リ
ン

４
」
の
水
透
過
を
ブ
ロ
ッ
ク

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。「
ア
ク
ア

ポ
リ
ン
４
」
は
脳
細
胞
に
多

く
存
在
す
る
水
チ
ャ
ネ
ル
の

膜
タ
ン
パ
ク
で
、
脳
に
異
常

が
お
こ
る
と
増
え
、
脳
浮
腫

が
生
じ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。

◆
「
宿
便
解
除
」
に
桂
枝
茯

苓
丸
、
通
導
散
が
奏
効

　
工
藤
氏
は
、
桂
枝
茯
苓
丸

や
通
導
散
も
よ
く
用
い
る
と

の
こ
と
。術
後
リ
ハ
ビ
リ
中
、

あ
る
い
は
退
院
し
て
自
宅
療

養
に
移
る
際
に
は
、
ベ
ッ
ト

で
の
臥
床
期
間
が
長
い
こ
と

か
ら
宿
便
が
た
ま
り
、
お
腹

が
張
っ
て
食
事
が
と
れ
ず
力

が
出
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

宿
便
の
解
除
は
、
術
後
ケ
ア

の
重
要
な
要
素
と
し
て
、
脳

外
科
医
の
間
で
理
解
さ
れ
始

め
て
い
る
と
い
う
。

◆
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
特

徴
的
な
脳
波
が
あ
る

　
脳
波
は
、
脳
表
か
ら
吹
き

出
し
て
い
る
電
位
波
形
だ
。

1924
年
の
ド
イ
ツ
の
精
神
科
医

ハ
ン
ス
・
ベ
ル
ガ
ー
（
1873
～

1941
）
に
よ
る
人
間
の
脳
電
位

の
発
見
以
来
、
脳
波
の
検
査

は
、
て
ん
か
ん
の
病
巣
診
断

や
神
経
内
科
的
な
診
断
に
必

要
不
可
欠
と
な
っ
た
が
、
波

形
を
読
み
解
く
の
が
難
し
く
、

定
量
評
価
は
専
門
家
に
任
さ

れ
て
い
る
。
頭
部
CT
や
MRI
な

ど
の
画
像
診
断
技
術
が
進
歩

し
た
こ
と
で
、
脳
波
の
検
査

は
か
え
り
み
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
し
か
し

画
像
に
異
常
が
出
な
い
疾
患

の
診
断
に
は
依
然
と
し
て
有

用
な
検
査
と
な
っ
て
い
る
。

　
波
の
速
さ
か
ら
α

ア
ル
フ
ァ

、
βベ

ー
タ

、

θシ
ー
タ

、
δデ

ル
タ

に
分
類
さ
れ
、
認

知
症
は
α
波
で
診
断
で
き

る
。
通
常
α
波
は
ひ
と
つ
の

山
の
等
高
線
の
よ
う
に
あ
ら

わ
れ
る
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
に
罹
患
す
る
と
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
峰
や
尾
根
が

あ
る
よ
う
な
特
徴
的
な
乱
れ

が
生
じ
る
と
い
う
。

◆
「D

デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ
ン

IMENSION

解
析
」
で

よ
り
精
度
を
増
し
た
経
過
観

察
が
可
能
に

　「D

デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ
ン

IM
ENSION

解
析
」

（
脳
機
能
活
性
度
測
定
法
）は
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
の

脳
波
の
異
常
に
関
す
る
研
究

成
果
を
発
展
さ
せ
、
2002
年
に

武
者
利
光
氏
（
前
出
、
東
工

大
名
誉
教
授
）
ら
が
開
発
し

た
新
技
術
で
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
診
断
の
高
感
度
な

補
助
手
段
と
し
て
利
用
で
き

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
D α
（
デ
ィ
ー
ア

ル
フ
ァ

「
α
波
の
滑
ら
か
さ
」

の
平
均
値
）
と
D σ
（
デ
ィ
ー

シ
グ
マ

D α
波
を
中
心

と
し
た
ゆ
ら
ぎ
の
大
き
さ
。
標
準
偏
差
。

「
不
安
定
さ
」
を
あ
ら
わ
す
）
を
用
い

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
解
析

し
、
脳
機
能
の
低
下
を
数
値

的
に
推
定
。結
果
は「DIMENSION

グ
ラ
フ
」（
D α
グ
ラ
フ
、
脳
機
能
活

性
度
グ
ラ
フ
）
に
表
示
さ
れ
る
。

　
D α
値
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
（
認

知
機
能
検
査
）の
判
定
点
数
や
、

HDS-R
（
長
谷
川
式
簡
易
知
能
評
価
ス

ケ
ー
ル
）
の
ス
コ
ア
と
、
有

意
な
相
関
性
が
あ
り
、
D α
値

を
加
味
す
る
こ
と
で
、
よ
り

精
度
を
増
し
た
経
過
観
察
が

で
き
る
と
い
う
。

　
た
と
え
ば
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
の

点
数
に
改
善
が
み
ら
れ
な
く

◆
慢
性
硬
膜
下
血
腫
に
随
伴

す
る
認
知
症
状
は
「
治
る
」

　
脳
疾
患
の
３
病
態
「
脳
梗

塞
」「
脳
出
血
」「
脳
腫
瘍
」

に
共
通
す
る
の
は
、
脳
内
に

余
計
な
水
分
が
た
ま
る
こ
と

だ
。「
脳
出
血
」
の
病
態
に

分
類
さ
れ
る
慢
性
硬
膜
下
血

腫
は
中
高
齢
者
に
多
く
、
頭

部
打
撲
後
１
～
２
か
月
で
頭

蓋
内
の
硬
膜
下
と
脳
の
間
に

血
液
が
た
ま
り
、
脳
を
圧
迫

す
る
こ
と
で
発
症
、
臨
床
症

状
と
し
て
①
認
知
症
、
②
歩

行
障
害
、③
尿
失
禁
、の
「
３

徴
」
が
出
現
す
る
。
こ
の
認

知
症
は
、「
治
る
認
知
症
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
血
腫
量
が
多
く
、
脳
を
圧

迫
し
て
い
る
場
合
は
、
ド
レ

ナ
ー
ジ
術
（
管
を
入
れ
て
排
出
）

や
開
頭
術
な
ど
の
手
術
を
施

し
、
少
な
い
ケ
ー
ス
は
そ
の

ま
ま
経
過
を
観
察
す
る
。

◆
脳
外
科
医
に
周
知
さ
れ
る

五
苓
散
の
改
善
効
果

　
工
藤
氏
に
よ
る
と
、
経
過

は
、
泥
を
落
と
し
た
大
き

な
附
子
を
塩
の
に
が
り
と

食
塩
の
混
合
水
に
浸
し
ま

す
。
毎
日
取
り
出
し
て
日

に
当
て
る
時
間
を
次
第
に

延
長
し
な
が
ら
日
干
し
、

附
子
の
表
面
に
大
量
の
結

晶
塩
の
粒
が
出
て
、
質
が

変
化
す
る
ま
で
繰
り
返
し

て
作
成
し
ま
す
。
直
径
1.5

～
２
㎝
、
長
さ
1.5
～
３
㎝

の
円
錐
形
を
呈
し
、
頂
端

は
芽
根
が
あ
り
、
下
端
は

と
が
り
、
表
面
は
灰
黒
色

で
塩
霜
に
お
お
わ
れ
、
横

断
面
は
灰
褐
色
の
不
揃
い

な
筋
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
加
工
附
子
は
、
附

子
を
加
圧
下
１
㎏
／
㎠
、

110
℃
で
40
分
間
加
熱
し
、

主
成
分
の
ア
コ
ニ
チ
ン
の

ア
セ
チ
ル
基
な
ど
を
分
解

さ
せ
、
毒
性
が
150
分
の
１

以
下
と
な
っ
た
附
子
で
す
。

　
日
干
し
て
乾
燥
さ
せ
た

母
根
の
烏
頭
は
、
細
長
い

円
錐
形
で
、残
根
が
つ
き
、

長
さ
３
～
７
㎝
、
表
面
は

暗
褐
色
で
縮
ん
だ
ふ
く
ら

み
が
、
小
さ
な
こ
ぶ
状
の

側
根
が
あ
り
ま
す
。
質
は

堅
実
で
、
断
面
は
白
色
ま

た
は
わ
ず
か
に
灰
色
で
、

無
臭
、
味
は
辛
く
舌
が
し

び
れ
ま
す
。
両
者
と
も
に

ア
コ
ニ
チ
ン
、
メ
サ
コ
ニ

チ
ン
な
ど
６
種
の
主
ア
ル

カ
ロ
イ
ド
や
dl
‐
デ
メ
チ

ル
コ
ク
ラ
ウ
リ
ン
、
非
ア

ル
カ
ロ
イ
ド
強
心
成
分
を

含
み
ま
す
。

◆「
毒
変
じ
て
薬
と
な
る
」

―
体
を
温
め
強
壮
作
用

　
ア
コ
ニ
チ
ン
の
毒
性
は

強
く
、
数
㎎
で
致
死
量
と

な
り
ま
す
。
ま
ず
酩
酊
状

態
と
な
り
、
の
ぼ
せ
を
感

じ
、
口
唇
、
皮
膚
に
し
び

れ
感
、
灼
熱
感
を
覚
え
、

麻
痺
が
起
き
舌
は
硬
直
し

言
語
が
不
明
瞭
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
胃
痛
、
チ
ア

ノ
ー
ゼ
、瞳
孔
散
大
し
て
、

血
圧
低
下
、
呼
吸
麻
痺
を

へ
て
死
に
至
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
毒
変
じ
て
薬

と
な
り
、
と
も
に
体
を
温

め
、
衰
弱
改
善
、
強
壮
作

用
を
高
め
、
強
心
作
用
を

促
進
し
、
シ
ョ
ッ
ク
・
虚

脱
を
治
し
、
手
足
や
膝
の

け
い
れ
ん
、痛
み
を
軽
減
、

関
節
炎
を
消
炎
し
、歯
痛
、

脚
気
、
頭
痛
、
閉
経
、
吐

血
、
虚
脱
悪
寒
を
改
善
し

ま
す
。

◆
ア
イ
ヌ
民
族
が
狩
猟
で

利
用

　
私
達
の
先
祖
は
、
コ
カ
、

大
麻
、
カ
バ
、
キ
ン
マ
、
ア

ヘ
ン
、
ペ
ヨ
ー
ト
サ
ボ
テ

ン
、
烏
頭
な
ど
、
各
地
の

陶
酔
と
幻
覚
を
も
た
ら
す

麻
酔
植
物
を
用
い
て
、
体

の
痛
み
や
疲
労
を
除
き
、

狩
猟
や
神
へ
の
祈
願
の
薬

物
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
代
表
的
な
毒

植
物
と
さ
れ
る
烏
頭
（
ト

リ
カ
ブ
ト
）
は
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
科
の
高
さ
約
60
～
120
㎝

の
多
年
性
草
木
で
、欧
州
、

イ
ン
ド
、ア
ジ
ア
の
山
林
、

高
原
に
生
殖
し
ま
す
が
、

ア
フ
リ
カ
、
南
米
に
は
あ

ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
中

国
で
は
四
川
省
、
陝
西
省

で
栽
培
さ
れ
、
日
本
で
は

エ
ゾ
ト
リ
カ
ブ
ト
な
ど
約

70
種
が
野
生
す
る
と
い
わ

れ
、
北
海
道
で
は
、
ア
イ

ヌ
民
族
が
矢
に
塗
り
、
ク

マ
狩
り
な
ど
に
利
用
し
て

き
ま
し
た
。

　
６
～
７
月
に
か
け
て
、

雅
楽
の
伶
人
の
か
ぶ
る
烏え

帽ぼ

子し

の
よ
う
な
形
を
し
た

紫
色
の
花
を
つ
け
、
結
実

期
は
７
～
８
月
で
、
母
根

に
通
常
、
子
根
と
し
て
２

個
の
塊
根
が
つ
い
て
い
ま

す
。
中
国
で
は
子
根
と
母

根
に
分
け
、
泥
を
ふ
る
い

落
と
し
て
日
干
し
に
し
、

子
根
を
附ぶ

子し

、
母
根
を
烏う

頭ず

と
呼
ん
で
主
と
し
て
薬

用
に
使
い
ま
す
。

◆
加
工
、
減
毒
し
て
使
用

　
薬
用
附ぶ

子し

は
毒
性
を
減

ず
る
た
め
、
種
々
加
工
さ

れ
、
塩
附
子
、
黒
附
子
、

白
附
子
、
加
工
附
子
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
よ

く
利
用
さ
れ
る
塩
附
子

第
106
回　

附
子
（
ぶ
し
）
と
烏
頭
（
う
ず
）

薬
に
な
る
動
植
物

中
国 

長
春
中
医
薬

大
学 

名
誉
教
授

 

林  

輝
明

　
さ
る
９
月
30
日
㈫
に
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
（
千
代
田
区
）
で
開
か
れ
た
メ
デ
ィ
ア
向
け
講

演
会
「
第
129
回
漢
方
医
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、脳
神
経
外
科
専
門
医
の
工
藤
千
秋
氏
（
く

ど
う
ち
あ
き
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
が
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
に
対
す
る
五
苓
散

の
治
験
と
、脳
機
能
の
客
観
的
評
価
法
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
。
脳
波
解
析
の
新
技
術
や
、

顔
の
表
情
の
客
観
的
な
臨
床
評
価
法
も
開
発
さ
れ
、
よ
り
確
実
に
脳
機
能
の
診
断
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
工
藤
氏
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
長
谷
川
式
簡
易
知
能
評
価
ス
ケ
ー

ル
（
HDS-R
）
の
開
発
者
で
あ
る
長
谷
川
和
夫
氏
と
、「
1/f
ゆ
ら
ぎ
」
の
研
究
者
と
し
て
知
ら

れ
る
武
者
利
光
氏
が
代
表
世
話
人
を
つ
と
め
る
「
臨
床
脳
電
位
研
究
会
」（
10
月
１
日
よ

り
「
臨
床
脳
電
位
学
会
」）
の
事
務
局
に
な
っ
て
お
り
、
患
者
、
家
族
、
医
療
者
が
脳
の

活
動
状
況
を
と
も
に
把
握
し
、共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◆
サ
ソ
リ
毒
が
解
毒
剤
に

　
烏
頭
は
１
日
量
1.5
～
６

ｇ
を
煎
じ
て
用
い
、
鎮
痛

作
用
は
附
子
よ
り
強
い
が
、

強
心
・
袪
寒
作
用
は
附
子

よ
り
弱
い
と
さ
れ
ま
す
。

附
子
の
１
日
量
は
、
補
益

強
壮
に
は
1.5
～
５
ｇ
、
強

心
・
止
痛
・
寒
さ
防
止
に

は
５
～
９
ｇ
、シ
ョ
ッ
ク
・

虚
脱
に
は
18
～
24
ｇ
を
用

い
ま
す
。
ま
た
両
者
で
中

毒
し
た
場
合
、
解
毒
剤
と

し
て
サ
ソ
リ
の
毒
を
煎
じ

て
服
用
さ
せ
ま
す
。
毒
を

も
っ
て
毒
を
制
す
る
の
で

す
。
こ
の
こ
と
は
2000
年
前

の
『
ギ
リ
シ
ャ
本
草
』
や

ロ
ー
マ
の
『
博
物
誌
』、

中
国
の
『
呂
子
春
秋
』
な

ど
に
す
で
に
記
述
さ
れ
て

い
ま
す
。

て
も
、
D α
値
を
組
み
合
わ
せ

る
と
脳
自
体
の
活
動
は
改
善

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

り
、
HDS-R
ス
コ
ア
で
改
善
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
D α

値
が
「
注
意
域
」
に
位
置
す

る
と
き
は
予
後
が
悪
い
。

　
検
査
は
、
従
来
の
脳
波
の

検
査
よ
り
簡
便
で
容
易
に
で

き
る
。
被
験
者
は
専
用
の
電

極
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、

座
位
、
安
静
閉
眼
５
分
で
終

了
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
専

用
端
末
か
ら
ネ
ッ
ト
回
線
で

脳
機
能
研
究
所
に
送
信
す
る

と
、
解
析
結
果
が
２
～
３
分

で
返
送
さ
れ
て
く
る
。

◆
拡
張
技
術
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
」
で

病
変
部
位
を
診
断

　
一
方
、D

デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ
ン

IM
ENSION

解

析
に
は
限
界
も
あ
る
。
脳
機

能
の
全
体
的
な
低
下
は
推
定

す
る
が
、
部
位
は
特
定
で
き

ず
、
病
名
の
鑑
別
が
で
き
な

い
。覚
醒
し
て
い
な
い
脳
や
、

脳
に
作
用
す
る
薬
物
を
服
用

し
て
い
る
場
合
も
α
波
が
出

に
く
く
、
測
定
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
の

が
、脳
波
振
幅
の
二
乗
値
（
脳

皮
上
脳
電
位
パ
ワ
ー
）
の
相
対

的
な
ゆ
ら
ぎ
に
着
目
し
た
解

析
法
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
」（Neuronal 

Activity Topography

）
だ
。

検
査
結
果
は
脳
の
活
動
状
態

に
応
じ
て
色
分
け
し
た
3D
画

像
で
表
示
さ
れ
る
（
正
常
部

位
は
緑
、
活
動
が
異
常
に
複

雑
に
な
っ
た
部
分
は
赤
、
活

動
が
単
調
な
部
分
は
青
）。

　
健
常
者
群
の
平
均
値
（
Ｚ

ス
コ
ア
）を
標
準
画
像
と
し
、

特
定
の
疾
患
を
有
す
る
患
者

群
の
脳
波
デ
ー
タ
を
、
疾
患

ご
と
、
電
極
部
位
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
と
り
、
各
疾
患
の
指

標
と
な
る
典
型
パ
タ
ー
ン
の

ひ
な
型
を
作
成
す
る
。

　
検
査
で
は
、
被
験
者
と
ひ

な
型
と
の
Ｚ
ス
コ
ア
の
相
関

係
数
を
計
算
し
、
類
似
度
を

検
証
。
病
態
は
色
で
評
価
す

る
。
差
分
解
析
を
行
う
こ
と

で
、
治
療
経
過
は
一
目
瞭
然

に
な
る
。
生
理
的
な
色
の
変

化
は
治
療
で
戻
り
、
病
的
な

場
合
は
非
可
逆
的
に
な
る
と

の
こ
と
。
脳
の
血
流
量
や
、

糖
代
謝
に
関
連
し
た
活
動

量
も
画
像
に
反
映
さ
れ
る
た

め
、
脳
梗
塞
な
ど
各
種
疾
患

の
病
変
部
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
工
藤
氏
は
、「
治
療
後
や

リ
ハ
ビ
リ
後
の
改
善
度
は
目

で
見
て
情
報
を
共
有
し
た

い
」
と
し
て
、
自
身
の
臨
床

で
活
用
。
研
究
会
で
も
検
証

を
重
ね
、
信
頼
度
が
増
し
て

い
る
と
い
う
。

◆
顔
表
情
を
客
観
的
に
評
価

　
工
藤
氏
は
、
北
岡
哲
子
氏

（
東
工
大
）ら
と
と
も
に
、「
Ｃ

‐
Face
」（
臨
床
的
顔
表
情
評
価
法
、

Clinikal Facial Expression Scale

）

を
研
究
開
発
し
、
臨
床
診
断

に
生
か
し
て
い
る
。

　
顔
の
各
部
位
（
眉
、両
目
瞼
、

目
つ
き
、
視
線
、
口
元
、
唇
）
の

不
自
然
さ
を
各
１
点
と
し
、

合
計
点
数
（
０
～
６
点
）
で

評
価
。
０
～
１
点
は
臨
床
症

状
が
随
伴
す
る
可
能
性
が
低

く
、
２
～
３
点
は
可
能
性
あ

り
、
５
～
６
点
は
可
能
性
が

高
い
。
点
数
が
多
い
ほ
ど
重

症
度
が
高
く
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
と

も
相
関
し
て
い
る
。

◆
五
苓
散
の
奏
効
例
―
新

技
術
で
改
善
度
を
評
価

　
症
例
報
告
で
は
、
五
苓
散

を
服
用
し
て
慢
性
硬
膜
下
血

腫
が
改
善
し
た
90
代
と
70
代

の
女
性
の
症
例
を
紹
介
。

▽
90
代
女
性
は
、
急
に
何
度

も
同
じ
こ
と
を
訊
ね
る
よ
う

に
な
り
、
夜
間
の
家
族
へ
の

電
話
の
回
数
が
増
え
た
。
ト

イ
レ
の
回
数
が
増
え
た
の
に

失
禁
も
目
立
ち
、
転
倒
す
る

よ
う
に
な
り
来
院
。
頭
部
CT

画
像
で
血
腫
の
脳
へ
の
圧

迫
が
顕
著
だ
っ
た
が
肝
機

能
、
腎
機
能
が
悪
く
、
麻
酔

不
能
の
た
め
、
経
過
を
観
察

し
な
が
ら
五
苓
散
を
服
用
し

た
と
こ
ろ
２
か
月
で
改
善
。

CT
画
像
の
血
腫
消
失
、
Ｃ
‐

Face
６
点
↓
１
点
、N

ナ
ッ
ト
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も
正
常
域

と
な
っ
た
。（
左
図
１
～
３
）

　「
高
齢
者
は
手
術
を
す
る

と
回
復
に
時
間
が
か
か
る
。

手
術
を
せ
ず
に
治
っ
て
よ

か
っ
た
と
最
も
思
え
た
症
例
」

と
工
藤
氏
。
こ
の
女
性
は
現

在
で
も
、
ひ
と
り
で
歩
い
て

来
院
す
る
と
い
う
。

▽
70
代
女
性
は
頭
痛
が
ひ
ど

く
な
り
来
院
。
物
忘
れ
、
Ｍ

Ｍ
Ｓ
Ｅ
18
、
要
介
護
３
、
デ

イ
ケ
ア
で
の
尿
失
禁
、
表
情

が
苦
悶
し
活
動
低
下
。
転
倒

の
有
無
を
訊
ね
た
と
こ
ろ
、

雪
の
日
の
買
い
物
中
に
転
ん

だ
と
の
こ
と
で
、
慢
性
硬
膜

下
血
腫
が
疑
わ
れ
た
。
デ
イ

ケ
ア
で
頭
痛
を
訴
え
た
際
の

D
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解
析
は
「
準

正
常
域
」
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
「
注
意
域
」
の
最
高
域
付

近
に
達
し
、
CT
画
像
で
も
左

頭
部
の
血
腫
の
脳
へ
の
圧
迫

が
顕
著
だ
っ
た
た
め
手
術
を

勧
め
た
が
、糖
尿
病
が
あ
り
、

本
人
も
手
術
を
拒
ん
だ
こ
と

か
ら
五
苓
散
を
服
薬
し
て
経

過
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
１

か
月
で
準
正
常
域
に
回
復
。

差
分
解
析
で
も
顕
著
な
改
善

を
認
め
た
。

◆
五
感
に
働
き
か
け
て
奏
効

　
五
感
へ
の
働
き
か
け
が
脳

機
能
に
奏
効
す
る
こ
と
に
つ

い
て
工
藤
氏
は
、
嗅
覚
刺
激

（
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
な
ど
）

の
効
果
を
紹
介
。
認
知
症
の

周
辺
症
状
（
BPSD
）
で
興
奮
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
き
に
甘

い
も
の
を
食
べ
る
と
落
ち
着

く
な
ど
、
味
覚
刺
激
の
効
果

に
も
触
れ
た
。

◆
桂
皮「
臨
床
で
手
ご
た
え
」

　
桂
皮
の
抗
炎
症
作
用
に
つ

い
て
は
、「
急
性
期
の
炎
症

に
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
が
奏
効

す
る
が
、
慢
性
期
に
移
行
す

る
と
効
か
な
い
」
と
述
べ
、

「
桂
枝
茯
苓
丸
が
宿
便
解
除

に
奏
効
す
る
な
ど
、
桂
枝
の

作
用
は
臨
床
で
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

工藤千秋氏

図2）「DIMENSIONグラフ」（脳機能活性度グラフ）：初診時①（注
意域）から治療開始後には②（準正常域）、③（準正常域）、④（準
正常域と正常域との境界）と改善。横軸はDα（脳神経細胞の活動の「滑
らかさ」、右ほど正常）。縦軸はD θ（「不安定さ」、Dα値の標準偏差
で時間的ゆらぎをあらわす。上ほど不安定）。検査結果はインターネッ
トによるオンライン解析、2～ 3分で返送されてくる。

図 3）ＮＡＴ解析データ：㊤五苓散服用前、色の薄い部分（オレン
ジ色）は活動性が複雑になり糖代謝が亢進。腦が苦しがっている様
子がわかる。㊥五苓散服用後はオレンジ色が消え、全体に緑色になっ
た。㊦差分解析、色の濃い部分（青）は脳の鎮静化をあらわす。

図 1）頭部 CT画像：㊤五苓散服用前、㊦服用 2か月後
脳を抑えつけていた左側頭部の血腫がきれいに消失した
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